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創
業
支
援
に
関
す
る 

地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
地
域
経
済
の
新
た
な
担
い
手
と
な
る
創

業
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
え
て
い
く
こ
と

は
、
地
域
と
と
も
に
生
き
る
金
融
機
関
に

と
っ
て
は
、
地
域
の
活
力
や
取
引
基
盤
を

維
持
し
て
い
く
上
で
も
、
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ

ン
タ
ー
で
は
、二
〇
一
五
年
六
月
四
日
に
、

取
引
先
金
融
機
関
を
対
象
に
し
た
「
地
域

創
生
に
向
け
た
創
業
支
援
へ
の
取
組
み
」

と
題
す
る
金
融
高
度
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
き
、
支
店
と
連
携

し
、
地
方
公
共
団
体
や
経
済
団
体
等
の

方
々
も
対
象
に
含
め
た
「
創
業
支
援
に
関

す
る
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
適
宜
開

催
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
第
一
回
は
、
札
幌
支
店
、
釧
路
支
店
、

函
館
支
店
と
連
携
し
て
二
〇
一
五
年
十
月

二
十
六
日
に
札
幌
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
約
五
〇
名
で
し
た
。
杉
本
芳よ

し

浩ひ
ろ

札
幌
支
店
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、

是
永
靖
夫
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
企
画
役

が
「
地
域
創
生
に
向
け
た
創
業
支
援
へ
の

取
組
み
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
ま

た
、
松
尾
一
久
氏
（
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
北
海
道
本
部
経
営
支
援
部
長
）
が
道

内
金
融
機
関
と
連
携
し
た
具
体
的
な
創
業

支
援
事
例
等
を
紹
介
し
た
他
、
小
野
晋す

す
む

氏
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
北
海
道
創
業
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
が
道
内
で
の
対
応
を

含
め
た
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
創
業
支
援

体
制
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

▼
第
二
回
は
、
神
戸
支
店
と
連
携
し
て

十
一
月
二
十
六
日
に
神
戸
市
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
数
は
約
五
〇
名
で
し
た
。

野
原
強
神
戸
支
店
長
の
開
会
挨
拶
、
是
永

企
画
役
の
講
演
の
後
、瀬
戸
口
強
一
氏（
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
本
部
経
営
支

援
部
長
）
が
新
規
事
業
評
価
の
着
眼
点
や

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
た
訪
問
ア
ド
バ

イ
ス
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。
ま
た
、
青
木
伸
也
氏
（
日
本
政
策
金

融
公
庫
神
戸
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

に
よ
る
講
演
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

構
築
に
悩
む
創
業
者
に
対
し
、
積
極
的
に

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
の
重
要
性

等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
第
一
回
、
第
二
回
と
も
講
演
の
後
に
一

時
間
程
度
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

（
モ
デ
レ
ー
タ
：
山
口
省し

ょ
う
ぞ
う藏
金
融
高
度

化
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）。「
創
業
希

望
者
の
発
掘
方
法
」「
金
融
機
関
で
の
支

援
が
困
難
な
場
合
の
対
応
」「
創
業
支
援

融
資
の
与
信
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
っ

た
創
業
支
援
の
課
題
に
対
し
、
参
加
者
か

ら
先
進
的
な
取
組
み
事
例
の
紹
介
や
具
体

的
な
対
応
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
金
融
機
関
の

取
組
み
事
例
を
聞
き
参
考
に
な
っ
た
」「
創

業
支
援
に
お
い
て
、
公
的
機
関
や
地
域
の

支
援
機
関
と
の
連
携
の
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
た
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
こ
う
し
た
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
一
〜
二
カ
月
に
一
回
の

頻
度
で
、
全
国
各
地
に
て
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

▼
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
演
お
よ
び

神戸会場で講演をする中小企業基盤整備機構近畿本部  
瀬戸口経営支援部長

神戸会場で講演をする日本政策金融公庫神戸創業
支援センター  青木所長

札幌会場で講演をする中小企業基盤整備機構北海道
本部  松尾経営支援部長

札幌会場で講演をする日本政策金融公庫北海道創業
支援センター  小野所長



NICHIGIN 2016 NO.4537

ト ピ ッ ク ス

意
見
交
換
の
要
旨
・
資
料
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ

の
「
金
融
シ
ス
テ
ム
」
→
「
金
融
高
度
化

セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

鳥
取
事
務
所
は 

開
設
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た

▼
鳥
取
事
務
所
で
は
、
昨
年
十
月
に
開
設

七
〇
周
年
を
記
念
し
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

▼
鳥
取
は
お
札
と
の
ゆ
か
り
が
深
く
、
肖

像
と
し
て
最
も
長
く
使
わ
れ
た
武
内
宿す

く

禰ね

が
昇
天
し
た
地
で
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た

宇う

べ倍
神
社
は
、
全
国
の
神
社
で
初
め
て
お

札
の
図
柄
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

▼
展
示
会
で
は
、
当
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る

お
札
を
展
示
し
た
ほ
か
、
三
億
円
以
上
の

銀
行
券
の
裁
断
屑
で
造
っ
た
ソ
フ
ァ
ー
に

座
る
体
験
な
ど
も
企
画
し
た
こ
と
か
ら
、

マ
ス
コ
ミ
に
も
報
道
さ
れ
、
大
盛
況
で
し

た
。

▼
詳
細
は
、
日
銀
Ｈ
Ｐ
の
「
日
本
銀
行
支

店
・
事
務
所
」
→
「
日
本
銀
行
鳥
取
事
務

所
」→「
鳥
取
と
に
ち
ぎ
ん
」の
コ
ー
ナ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
第
十
一
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

の
決
勝
大
会
開
催

▼
大
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融
経
済

分
野
の
小
論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
十
一
回
日
銀
グ
ラ
ン

プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」
の

決
勝
大
会
を
本
店
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
わ
が
国
の
金
融
へ
の
提

言
」。
わ
が
国
の
金
融
に
関
す
る
課
題
の

指
摘
と
、
そ
れ
に
対
す
る
処
方
箋
の
提
案

を
競
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
全
国
各
地
の

三
七
大
学
か
ら
一
〇
九
編
の
論
文
が
寄
せ

ら
れ
、一
次
審
査
の
結
果
、五
チ
ー
ム
（
東

京
国
際
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
成
城
大

学
、
弘
前
大
学
、
学
習
院
大
学
）
が
決
勝

に
進
出
し
ま
し
た
。

▼
決
勝
大
会
で
は
、
横
尾
敬
介
氏
（
経
済

同
友
会
副
代
表
幹
事
、
専
務
理
事
）、
藤

沢
久
美
氏
（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
ソ
フ
ィ
ア

バ
ン
ク
代
表
）
の
他
、
岩
田
規
久
男
日
銀

副
総
裁
（
審
査
員
長
）、
石
田
浩
二
・
佐

藤
健
裕
両
審
議
委
員
の
五
名
の
審
査
員
を

前
に
、
各
チ
ー
ム
と
も
堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し

た
。

▼
最
優
秀
賞
に
は
、
弘
前
大
学
チ
ー
ム
の

「
地
方
中
小
企
業
向
け
『
健
康
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
の
可
能
性
～
医
学
（
社
会
疫
学
）
と

行
動
経
済
学
の
知
見
を
ふ
ま
え
て
～
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
既
存
の
『
健
康
融
資
制
度
』
の
改
善

ス
キ
ー
ム
を
、
行
動
経
済
学
等
の
観
点
を

取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ

て
考
案
し
、
現
実
味
の
あ
る
提
案
を
行
っ

て
い
る
」
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
他
、
優
秀
賞
二
チ
ー
ム
、
敢
闘

賞
二
チ
ー
ム
、
特
別
賞
一
チ
ー
ム
を
以
下

の
通
り
選
出
し
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】（
応
募
受
付
順
）

●
慶
応
義
塾
大
学
理
工
学
部
チ
ー
ム

「
公
的
年
金
制
度 

三
〝
世
〟
一
体
の
改
革

～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
／
人
口
動
向
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
公
的
年
金
の
役
割

の
再
確
認
と
持
続
性
へ
の
改
革
提
言
～
」

【
優
秀
賞
】
お
よ
び
【
特
別
賞
】

●
成
城
大
学
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部

チ
ー
ム

「
日
銀
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」

宇倍神社（鳥取市）と武内宿禰が採用された銀行券

二
〇
一
五
年
十
二
月
五
日
（
土
）

大勢の方が観戦するなか行われたプレゼンテーション

最優秀賞に輝いた弘前大学チームと審査員の皆さん
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【
敢
闘
賞
】（
応
募
受
付
順
）

●
東
京
国
際
大
学
経
済
学
部
チ
ー

ム「
留
学
生
に
対
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
促

進
を
目
指
し
て
―
留
学
生
向
け

『
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
バ
ン
ク
』
設
立

提
案
―
」

●
学
習
院
大
学
経
済
学
部
チ
ー
ム

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

利
用
し
た
江
戸
城
再
建
～
日
本
の

森
と
シ
ン
ボ
ル
の
再
生
～
」

▼
審
査
員
か
ら
は
、「
多
様
な
問

題
点
や
課
題
を
把
握
し
、
そ
れ
を

解
決
す
る
具
体
的
で
実
現
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
私
た

ち
日
本
銀
行
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
行
動

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
提
言
が
み
ら
れ

た
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
さ
ま

ざ
ま
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
た
。
審
査
員

か
ら
専
門
的
か
つ
高
度
な
質
問
を
受
け
て

も
、自
分
た
ち
の
考
え
を
堂
々
と
提
示
し
、

さ
ら
に
審
査
員
と
そ
の
場
で
議
論
を
深
め

て
い
た
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
の
姿
は
大
変

頼
も
し
く
、
ま
た
う
れ
し
く
感
じ
た
」
と

の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
日
本

銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を

■今回のインタビュー・対談に登場していただいたのは、
「映画字幕翻訳者」の戸田奈津子さんと「アートディレク
ター」の北川フラムさんでした。戸田さんには、映画字
幕翻訳者の道をどのように切り拓いてこられたかという
点を中心にお話しいただきましたが、その中で作品やス
ターの話題がてんこ盛りに飛び交い、映画好きの私とし
ては興奮冷めやらぬインタビューとなりました。また、
北川フラムさんからは如何に美術家と地域住民が共鳴で
きるか、そこに至るまでのご苦労も語っていただきまし
た。私自身は岡山支店で勤務していたころに瀬戸内国際
芸術祭をみる機会があったため、その情景を思い浮かべ
ながら大変興味深くお聞きしました。お二人の話をお聞
きして思いついた言葉が「好きこそものの上手なれ」です。
お二人の映画や芸術、スターや地域に対する愛情や情熱
は、筆舌に尽くしがたい領域に達しているのではないか
と感じましたが、今回何とか文章にまとめてみました。
これらの記事を読まれたうえで、戸田さんが翻訳をつけ
た映画や北川さんがディレクターをしている芸術祭をみ
てみると、また格別なのではないでしょうか？　読者の
皆様には、ぜひお勧めしたいと思います。� （髙橋）
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設
け
て
、
概
要
、
決
勝
参
加
チ
ー
ム
の
作

品
全
文
と
審
査
員
講
評
お
よ
び
佳
作
論
文

の
要
旨
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
の
提
言
～
」
は
、
来
年
度
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。
全
国
各
地
で
一
人
で
も
多
く

の
学
生
の
方
々
が
、
若
者
ら
し
い
問
題
意

識
に
基
づ
き
、
自
ら
主
体
的
に
調
べ
、
考

え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
金
融
面
の
課
題
に

挑
戦
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま

す
。

決勝進出５チームと審査員の皆さん


